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研究成果の概要（和文）：本研究では、弥生・古墳時代の青銅鏡に見られる「摩滅痕」の生成過程を、走査型電
子顕微鏡、3次元マイクロスコープ等を用いた試料表面の高精細観察と、長時間の摺動試験を組み合わせること
によって検討した。高精細観察においては、すべての試料が保存処理のための樹脂コーティングを施されていた
ために、当初の目的を果たせなかったが、出土後の保存処理のあり方に関して課題を明確にできた。摩滅実験に
ついては、木綿布を用いて長時間の摺動試験を湿式の方法で行ったが、表面の摩滅は認められなかった。これに
よって、長期間の手摺れによる摩滅痕を根拠とする「伝世鏡論」には再検討の必要があることが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：The research team considered the nature of what is commonly thought to be 
wear from hand-rubbing on Yayoi- and Kofun-period bronze mirrors by analyzing the samples through 
high-definition visual analysis utilizing scanning electron microscope, 3D microscope and sliding 
tests. While resin coating on mirrors that have undergone conservation treatment obstructed the 
magnified high-definition visual analysis, it enabled an increased understanding of the issues 
surrounding conservation methods for bronze mirrors. The wear experiment comprised extended wet 
sliding tests utilizing a cotton cloth. The experiment didn't yield surface wear. This suggests that
 the archaeological theory proposing that surface wear was due to long-term hand-rubbing requires 
reconsideration.

研究分野：考古学

キーワード： 青銅鏡　摩滅　使用痕　摺動試験　表面観察
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様 式

１．研究開始当初の背景
 西暦
方後円墳の出現は、日本列島初の中央政権で
あるヤマト政権の成立を示す考古学事象で
ある。なぜ、ヤマト政権は弥生時代に大陸の
先進文物を多数獲得できた北部九州ではな
く、それが乏しかった近畿に成立したのか？
 この問題は、ヤマト政権直前の倭人社会に
おける最大勢力である邪馬台国がどこに存
在したのかという、いわゆる「邪馬台国論争」
とも絡む考古学・古代史上の重要テーマであ
るが、いまなお根本的な解決に至っていない。
 大きな鍵の一つは、近畿の
ら多数出土する
評価するかという点にある。約
期的な解釈を提示した小林行雄は、古墳出土
の漢鏡には図文が模糊となるほど摩滅した
ものがあり、それを長期の使用による「手摺
れ」と見て、その地で使い続けられてきた「伝
世鏡」であると主張した
り、弥生時代の近畿でも中国鏡を入手する力
は十分にあり、北部九州との違いはそれをす
ぐに墓に埋めたか、地上で使い続けたかとい
う扱い方の違いに過ぎないと見たのである。
 卓見ではあったが、しかし、肉眼観察によ
る主観的な判断ということもあって小林の
「伝世鏡論」に対してはすぐさま賛否厳しい
論争が巻き起こった。現在でも、手との接触
によって図文が不鮮明になるまでの摩滅が
生じるのかという根本的懐疑に加えて、「鋳
造不良説」「踏み返し鏡説」「意図的な研磨行
為説」などが乱立し、ヤマト政権成立過程の
評価に決定的な意
資料面、分析面双方で検討の突破口が見いだ
せない状況が長く続いている。
研究代表者福永は、古墳出土の後漢鏡や三
角縁神獣鏡の型式研究からヤマト政権成立
過程を研究するなかでこの問題に関心を持
ち（福
者近藤らと意見交換を行った上で、出土鏡表
面性状の高精細な観察と銅鏡の摩滅実験を
結合させて、「手摺れ」の妥当性に関する実
証的な検討を行うことが有効であると考え
るに至った。

 
２．研究の目的
 弥生・古墳時代遺跡出土銅鏡の表面性状の
高精細観察と、実物試料の摩滅実験
わせる方法により、弥生・古墳時代の遺跡か
ら出土する青銅鏡に見られる摩滅痕生成過
程と「手摺れ」の関係を復元的に解明し、そ
れに基づいてヤマト政権成立に関わる大論
争でありながら半世紀以上にわたって膠着
状態となっている「伝世鏡論争」を解決に導
くことを主要な目的とする。また、これに付
随して「伝世鏡論」の手がかりとなった古墳
出土後漢鏡について、瀬戸内～近畿の鏡種選
択の指向性を整理分析し、伝世鏡論の妥当性
を検討する論点を提起する。
 

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景
西暦3世紀半ばの奈良盆地における巨大前
方後円墳の出現は、日本列島初の中央政権で
あるヤマト政権の成立を示す考古学事象で
ある。なぜ、ヤマト政権は弥生時代に大陸の
先進文物を多数獲得できた北部九州ではな
く、それが乏しかった近畿に成立したのか？
この問題は、ヤマト政権直前の倭人社会に
おける最大勢力である邪馬台国がどこに存
在したのかという、いわゆる「邪馬台国論争」
とも絡む考古学・古代史上の重要テーマであ
るが、いまなお根本的な解決に至っていない。
大きな鍵の一つは、近畿の
ら多数出土する1
評価するかという点にある。約
期的な解釈を提示した小林行雄は、古墳出土
の漢鏡には図文が模糊となるほど摩滅した
ものがあり、それを長期の使用による「手摺
れ」と見て、その地で使い続けられてきた「伝
世鏡」であると主張した
り、弥生時代の近畿でも中国鏡を入手する力
は十分にあり、北部九州との違いはそれをす
ぐに墓に埋めたか、地上で使い続けたかとい
う扱い方の違いに過ぎないと見たのである。
卓見ではあったが、しかし、肉眼観察によ
る主観的な判断ということもあって小林の
「伝世鏡論」に対してはすぐさま賛否厳しい
論争が巻き起こった。現在でも、手との接触
によって図文が不鮮明になるまでの摩滅が
生じるのかという根本的懐疑に加えて、「鋳
造不良説」「踏み返し鏡説」「意図的な研磨行
為説」などが乱立し、ヤマト政権成立過程の
評価に決定的な意
資料面、分析面双方で検討の突破口が見いだ
せない状況が長く続いている。
研究代表者福永は、古墳出土の後漢鏡や三
角縁神獣鏡の型式研究からヤマト政権成立
過程を研究するなかでこの問題に関心を持
（福永 2005）、金属材料を専門とする
近藤らと意見交換を行った上で、出土鏡表
面性状の高精細な観察と銅鏡の摩滅実験を
結合させて、「手摺れ」の妥当性に関する実
証的な検討を行うことが有効であると考え
るに至った。 

２．研究の目的 
弥生・古墳時代遺跡出土銅鏡の表面性状の
高精細観察と、実物試料の摩滅実験
わせる方法により、弥生・古墳時代の遺跡か
ら出土する青銅鏡に見られる摩滅痕生成過
程と「手摺れ」の関係を復元的に解明し、そ
れに基づいてヤマト政権成立に関わる大論
争でありながら半世紀以上にわたって膠着
状態となっている「伝世鏡論争」を解決に導
くことを主要な目的とする。また、これに付
随して「伝世鏡論」の手がかりとなった古墳
出土後漢鏡について、瀬戸内～近畿の鏡種選
択の指向性を整理分析し、伝世鏡論の妥当性
を検討する論点を提起する。

Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景 
世紀半ばの奈良盆地における巨大前

方後円墳の出現は、日本列島初の中央政権で
あるヤマト政権の成立を示す考古学事象で
ある。なぜ、ヤマト政権は弥生時代に大陸の
先進文物を多数獲得できた北部九州ではな
く、それが乏しかった近畿に成立したのか？
この問題は、ヤマト政権直前の倭人社会に
おける最大勢力である邪馬台国がどこに存
在したのかという、いわゆる「邪馬台国論争」
とも絡む考古学・古代史上の重要テーマであ
るが、いまなお根本的な解決に至っていない。
大きな鍵の一つは、近畿の

1世紀の漢代中国鏡をいかに
評価するかという点にある。約
期的な解釈を提示した小林行雄は、古墳出土
の漢鏡には図文が模糊となるほど摩滅した
ものがあり、それを長期の使用による「手摺
れ」と見て、その地で使い続けられてきた「伝
世鏡」であると主張した（小林
り、弥生時代の近畿でも中国鏡を入手する力
は十分にあり、北部九州との違いはそれをす
ぐに墓に埋めたか、地上で使い続けたかとい
う扱い方の違いに過ぎないと見たのである。
卓見ではあったが、しかし、肉眼観察によ
る主観的な判断ということもあって小林の
「伝世鏡論」に対してはすぐさま賛否厳しい
論争が巻き起こった。現在でも、手との接触
によって図文が不鮮明になるまでの摩滅が
生じるのかという根本的懐疑に加えて、「鋳
造不良説」「踏み返し鏡説」「意図的な研磨行
為説」などが乱立し、ヤマト政権成立過程の
評価に決定的な意味を持つにもかかわらず、
資料面、分析面双方で検討の突破口が見いだ
せない状況が長く続いている。
研究代表者福永は、古墳出土の後漢鏡や三
角縁神獣鏡の型式研究からヤマト政権成立
過程を研究するなかでこの問題に関心を持

、金属材料を専門とする
近藤らと意見交換を行った上で、出土鏡表
面性状の高精細な観察と銅鏡の摩滅実験を
結合させて、「手摺れ」の妥当性に関する実
証的な検討を行うことが有効であると考え

 
弥生・古墳時代遺跡出土銅鏡の表面性状の
高精細観察と、実物試料の摩滅実験
わせる方法により、弥生・古墳時代の遺跡か
ら出土する青銅鏡に見られる摩滅痕生成過
程と「手摺れ」の関係を復元的に解明し、そ
れに基づいてヤマト政権成立に関わる大論
争でありながら半世紀以上にわたって膠着
状態となっている「伝世鏡論争」を解決に導
くことを主要な目的とする。また、これに付
随して「伝世鏡論」の手がかりとなった古墳
出土後漢鏡について、瀬戸内～近畿の鏡種選
択の指向性を整理分析し、伝世鏡論の妥当性
を検討する論点を提起する。

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９

世紀半ばの奈良盆地における巨大前
方後円墳の出現は、日本列島初の中央政権で
あるヤマト政権の成立を示す考古学事象で
ある。なぜ、ヤマト政権は弥生時代に大陸の
先進文物を多数獲得できた北部九州ではな
く、それが乏しかった近畿に成立したのか？
この問題は、ヤマト政権直前の倭人社会に
おける最大勢力である邪馬台国がどこに存
在したのかという、いわゆる「邪馬台国論争」
とも絡む考古学・古代史上の重要テーマであ
るが、いまなお根本的な解決に至っていない。
大きな鍵の一つは、近畿の 4世紀の古墳か

世紀の漢代中国鏡をいかに
評価するかという点にある。約 60 年前に画
期的な解釈を提示した小林行雄は、古墳出土
の漢鏡には図文が模糊となるほど摩滅した
ものがあり、それを長期の使用による「手摺
れ」と見て、その地で使い続けられてきた「伝

（小林 1955）。つま
り、弥生時代の近畿でも中国鏡を入手する力
は十分にあり、北部九州との違いはそれをす
ぐに墓に埋めたか、地上で使い続けたかとい
う扱い方の違いに過ぎないと見たのである。
卓見ではあったが、しかし、肉眼観察によ
る主観的な判断ということもあって小林の
「伝世鏡論」に対してはすぐさま賛否厳しい
論争が巻き起こった。現在でも、手との接触
によって図文が不鮮明になるまでの摩滅が
生じるのかという根本的懐疑に加えて、「鋳
造不良説」「踏み返し鏡説」「意図的な研磨行
為説」などが乱立し、ヤマト政権成立過程の

味を持つにもかかわらず、
資料面、分析面双方で検討の突破口が見いだ
せない状況が長く続いている。 
研究代表者福永は、古墳出土の後漢鏡や三
角縁神獣鏡の型式研究からヤマト政権成立
過程を研究するなかでこの問題に関心を持

、金属材料を専門とする分担
近藤らと意見交換を行った上で、出土鏡表
面性状の高精細な観察と銅鏡の摩滅実験を
結合させて、「手摺れ」の妥当性に関する実
証的な検討を行うことが有効であると考え

弥生・古墳時代遺跡出土銅鏡の表面性状の
高精細観察と、実物試料の摩滅実験を組み合
わせる方法により、弥生・古墳時代の遺跡か
ら出土する青銅鏡に見られる摩滅痕生成過
程と「手摺れ」の関係を復元的に解明し、そ
れに基づいてヤマト政権成立に関わる大論
争でありながら半世紀以上にわたって膠着
状態となっている「伝世鏡論争」を解決に導
くことを主要な目的とする。また、これに付
随して「伝世鏡論」の手がかりとなった古墳
出土後漢鏡について、瀬戸内～近畿の鏡種選
択の指向性を整理分析し、伝世鏡論の妥当性
を検討する論点を提起する。 

、Ｚ－１９、ＣＫ－１９

世紀半ばの奈良盆地における巨大前
方後円墳の出現は、日本列島初の中央政権で
あるヤマト政権の成立を示す考古学事象で
ある。なぜ、ヤマト政権は弥生時代に大陸の
先進文物を多数獲得できた北部九州ではな
く、それが乏しかった近畿に成立したのか？ 
この問題は、ヤマト政権直前の倭人社会に
おける最大勢力である邪馬台国がどこに存
在したのかという、いわゆる「邪馬台国論争」
とも絡む考古学・古代史上の重要テーマであ
るが、いまなお根本的な解決に至っていない。 

世紀の古墳か
世紀の漢代中国鏡をいかに

年前に画
期的な解釈を提示した小林行雄は、古墳出土
の漢鏡には図文が模糊となるほど摩滅した
ものがあり、それを長期の使用による「手摺
れ」と見て、その地で使い続けられてきた「伝

。つま
り、弥生時代の近畿でも中国鏡を入手する力
は十分にあり、北部九州との違いはそれをす
ぐに墓に埋めたか、地上で使い続けたかとい
う扱い方の違いに過ぎないと見たのである。 
卓見ではあったが、しかし、肉眼観察によ
る主観的な判断ということもあって小林の
「伝世鏡論」に対してはすぐさま賛否厳しい
論争が巻き起こった。現在でも、手との接触
によって図文が不鮮明になるまでの摩滅が
生じるのかという根本的懐疑に加えて、「鋳
造不良説」「踏み返し鏡説」「意図的な研磨行
為説」などが乱立し、ヤマト政権成立過程の

味を持つにもかかわらず、
資料面、分析面双方で検討の突破口が見いだ

研究代表者福永は、古墳出土の後漢鏡や三
角縁神獣鏡の型式研究からヤマト政権成立
過程を研究するなかでこの問題に関心を持

分担
近藤らと意見交換を行った上で、出土鏡表
面性状の高精細な観察と銅鏡の摩滅実験を
結合させて、「手摺れ」の妥当性に関する実
証的な検討を行うことが有効であると考え

弥生・古墳時代遺跡出土銅鏡の表面性状の
を組み合

わせる方法により、弥生・古墳時代の遺跡か
ら出土する青銅鏡に見られる摩滅痕生成過
程と「手摺れ」の関係を復元的に解明し、そ
れに基づいてヤマト政権成立に関わる大論
争でありながら半世紀以上にわたって膠着
状態となっている「伝世鏡論争」を解決に導
くことを主要な目的とする。また、これに付
随して「伝世鏡論」の手がかりとなった古墳
出土後漢鏡について、瀬戸内～近畿の鏡種選
択の指向性を整理分析し、伝世鏡論の妥当性

３．研
研究は、走査型電子顕微鏡（
マイクロスコープ、接触式表面粗さ計測器な
どを用いた出土青銅鏡の表面性状の高精細
観察・分析と、実物試料の摩滅実験を組み合
わせて、青銅鏡に見られる「摩滅痕」が生じ
た過程を復元的に解明するという方法を柱
として実施した。出土青銅鏡は近畿の埋蔵文
化財行政機関の協力で借用し、「破壊分析」
となる実験試料は中国出土と推定される後
漢鏡の破片を入手してこれにあてた。また、
近年増加した瀬戸内～近畿出土の後漢鏡資
料を集成し、その鏡種選択傾向を検討するこ
とにより
行を
 
４．研究成果
(1)
 高槻市芥川遺跡・塚原遺跡出土方格規矩鏡
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するため、中国出土と推定される後漢鏡片を

溶液中に後漢代の
画像鏡片を浸してその表面性状の変化を観

週までには文
様の突出部分の腐食による変形が明瞭に認
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間試験後まで顕著な変化はなく、弥生・古墳
時代遺跡の出土鏡に認められるような模糊
とした状態にはならなかった
って、出土鏡表面の「摩滅痕」は
によるとは言い難いと判断された。この成果
は、考古学分野において指摘されていた青銅
鏡の「手摺れ」による摩滅とそれを根拠とし
た「伝世鏡論」が、単純な因果関係としては
理解できないことを示唆するものとして重
要である。
なお、十分な摩滅が認められなかった原因
が、防錆用の樹脂が銅鏡表面に塗布されたこ
とによる可能性も考慮して、試料表面を削っ
て新鮮な金属面を露出させた上での摺動試
験を研究期間終了後の平成
であるが、試験終了までに長時間を要するた
め、その結果は
論文の中で報告することとした。
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表 1 中部～東部瀬戸内の後漢鏡二種 

国 遺 跡 

内
行
花
文
鏡 

方
格
規
矩
鏡 

備後 府中市･備後国府跡(鏡片)     

備後 福山市･城山Ａ地点(鏡片)     

備後 福山市･今岡所在古墳(鏡片)     

備後 福山市･石鎚山２号墳(鏡片)     

備中 岡山市･矢藤治山古墳     

備中 岡山市･郷境４号墓(鏡片)     

備前 赤磐市･用木２号墳     

備前 岡山市･七つグロ１号墳(鏡片)     

備前 岡山市･湯迫車塚古墳     

備前 瀬戸内市･花光寺山古墳     

美作 鏡野町･竹田妙見山古墳(鏡片)     

播磨 たつの市･白鷺山１号墳（鏡片）     

播磨 たつの市･岩見北山１号墓     

播磨 たつの市･吉島古墳     

播磨 加古川市･長慶寺山１号墳     

播磨 加古川市･西条 52 号墓     

播磨 播磨町･大中遺跡(鏡片)     

播磨 姫路市･手柄山(鏡片)     

播磨 佐用町･西ノ土居墓（鏡片）     

播磨 小野市･敷地大塚古墳     

播磨 〃     

播磨 西脇市･滝ノ上 20 号墳     

播磨 神戸市･吉田南遺跡(鏡片)     

摂津 神戸市･得能山古墳     

摂津 神戸市・東求女塚古墳     

摂津 〃     

摂津 芦屋市･阿保親王塚古墳     

摂津 尼崎市･池田山古墳     

摂津 高槻市･闘鶏山古墳     

摂津 高槻市･芥川遺跡(鏡片)     

摂津 高槻市･塚原遺跡(鏡片)     

摂津 茨木市･紫金山古墳     

摂津 茨木市･東奈良遺跡(鏡片)     

 
たって大和と密接な連携を持った地域とし
て評価されている。ヤマト政権成立過程をリ
ードしたのは、内行花文鏡重視の地域であっ
たと見ることもできる。 
古墳時代成立以後に、近畿勢力が数百年前
の後漢内行花文鏡ばかりを集めたと想定す
るより、後漢代に併行する弥生後期段階にお
いてすでに、近畿勢力は北部九州とは違った
鏡種選択の指向のもとに内行花文鏡の入
手・保持に努めていたとみるほうが理解しや
すい。今回明らかにできた近畿勢力の内行花
文鏡重視の伝統は、古墳成立前に北部九州と
は異なる鏡種選択の指向のもとに、近畿勢力

が一定量の後漢内行花文鏡を入手できてい
たとみる解釈、つまり、伝世鏡の存在を是認
する理解と整合的といえる。 
なお、表 1からは、吉備（備後･備中･備前）
が、鏡種選択において北部九州と近畿の中間
的なあり方を呈すること、近畿でも西摂淀川
水系（茨木市､高槻市）に方格規矩鏡への指
向が強い集団がいたことがうかがえる。鏡種
選択の地域性については、今後検討を深める
べき新たな研究テーマと考えられる。 
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